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技術・工学・工業

科 目 番 号 １Iー１２ 固体力学

大     学     名 佐世保工業高等専門学校 福田　孝之（機械工学科　教授）

単  　位　  数 ２単位 平成　　年　　月　　日（  ） ～ 平成　　年　　月　　日（　）

授  業  定  員 ３０人　　（うち単位互換定員　５人）　 　　時　　分　～　　時　　分（　　　分）　「毎週　　曜日」

開　講　形　態 既存科目　・　前期 曜日

教養 ・ 専門別 専門 時限

選  考  方  法 書類選考

連　　絡　　先 佐世保工業高等専門学校　学生課教育支援係　　TEL　０９５６‐３４‐８４１９　　FAX　０９５６‐３４‐８４２５　　　　　　

科目内容

履  修  年  次 ３年次以上 中間・定期試験（２回）を80％、演習・宿題を20％で評価し、60点以上を合格。

開  講  場  所 本校キャンパス

大     学     名 佐世保工業高等専門学校 須田　義昭（電気電子工学科　教授）

開　講　形　態 既存科目　・　後期 曜日

　物体に力が作用するとき、その物体が壊れるか壊れないか、あるいはどのように変形するかについて学習する。その場合の重要な作用する力の解析に用い
る「力の平衡条件」の理解から始まり、物体内部の厳しさの尺度である「応力とひずみ」の理論について学ぶ。

科 目 番 号 ２Iー８ 機能材料論

授  業  定  員 ３０人　　（うち単位互換定員　５人）　 　　時　　分　～　　時　　分（　　　分）　「毎週　　曜日」

履  修  年  次 ３年次以上
輪講時の発表方法、質問による内容理解の程度、レポート50％、中間試験
50％により評価し、60点以上を合格。

教養 ・ 専門別 専門 時限

単  　位　  数 ２単位 平成　　年　　月　　日（  ） ～ 平成　　年　　月　　日（　）

連　　絡　　先 佐世保工業高等専門学校　学生課教育支援係　　TEL　０９５６‐３４‐８４１９　　FAX　０９５６‐３４‐８４２５　　　　　　

科目内容

開  講  場  所 本校キャンパス

選  考  方  法 書類選考

開　講　形　態 既存科目　・　後期 曜日

教養 ・ 専門別 専門 時限

　高機能性薄膜材料とその応用及び薄膜形成法について学習する。特に新素材開発法として最近注目されているパルスレーザポジション（ＰＬＤ）法について
詳しく学ぶ。

科 目 番 号 ２Iー９ 環境論

大     学     名 佐世保工業高等専門学校 下野　次男（物質工学科　教授）

履  修  年  次 ３年次以上
定期試験、発表・討論、および課題レポートにより評価（配点割合6:2:2）60点以
上を合格。

開  講  場  所 本校キャンパス

単  　位　  数 ２単位 平成　　年　　月　　日（  ） ～ 平成　　年　　月　　日（　）

授  業  定  員 ３０人　　（うち単位互換定員　５人）　 　　時　　分　～　　時　　分（　　　分）　「毎週　　曜日」

　さまざまな地球環境問題の原因、現状、対策について学習して環境問題に関する理解を深め、技術者としてどう対処すべきか自分で判断できる知識と能力を
涵養する。

選  考  方  法 書類選考

連　　絡　　先 佐世保工業高等専門学校　学生課教育支援係　　TEL　０９５６‐３４‐８４１９　　FAX　０９５６‐３４‐８４２５　　　　　　

科目内容
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　情報工学の観点から、情報を取り扱う上で必要な情報科学の基礎事項とコンピュータによって情報処理・演算・通信がどのように行われるかといった情報技
術の基礎知識について学ぶ。

開  講  場  所 本校キャンパス

選  考  方  法 書類選考

連　　絡　　先 佐世保工業高等専門学校　学生課教育支援係　　TEL　０９５６‐３４‐８４１９　　FAX　０９５６‐３４‐８４２５　　　　　　

科目内容

教養 ・ 専門別 専門 時限

単  　位　  数 ２単位 平成　　年　　月　　日（  ） ～ 平成　　年　　月　　日（　）

授  業  定  員 ３０人　　（うち単位互換定員　５人）　 　　時　　分　～　　時　　分（　　　分）　「毎週　　曜日」

履  修  年  次 ３年次以上
評価は、定期試験を50％、残りの50％を受講者数に応じて輪講、試験、あるい
はレポートによる評価とし、60点以上を合格とする。

　制御工学の基本的理論を確認し、ロボット、家電、情報機器、各種自動化機器に実際に用いられているメカトロニクス製品における精密サーボモータの制御
技術（各要素技術も含み）について学修する。

科 目 番 号 ２Iー１１ 情報基礎論

大     学     名 佐世保工業高等専門学校 下尾　浩正（電気電子工学科　助教）

開　講　形　態 既存科目　・　後期 曜日

科目内容

履  修  年  次 ３年次以上
中間・定期試験（2回）80％、演習およびレポート20％により評価、60点以上を合
格。

開  講  場  所 本校キャンパス

選  考  方  法 書類選考

連　　絡　　先 佐世保工業高等専門学校　学生課教育支援係　　TEL　０９５６‐３４‐８４１９　　FAX　０９５６‐３４‐８４２５　　　　　　

開　講　形　態 既存科目　・　後期 曜日

教養 ・ 専門別 専門 時限

単  　位　  数 ２単位 平成　　年　　月　　日（  ） ～ 平成　　年　　月　　日（　）

授  業  定  員 ３０人　　（うち単位互換定員　５人）　 　　時　　分　～　　時　　分（　　　分）　「毎週　　曜日」

技術・工学・工業

科 目 番 号 ２Iー１０ メカトロニクス工学

大     学     名 佐世保工業高等専門学校 川下　智幸（電子制御工学科　教授）


